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恐
調

一叢

武

士
成
立

の
経
済

的
要
素

・
・

綜
合

奢
侈
税

の
批

評

・

佃陶
立

海
運
業
者

の
排
他
的
手
段

文
化

的
認
識

と
歴

史
的
認
識

・
・

時

蛤
隅

地

租
委
譲

と
牧
人

の
鉄
隅
田
:

農

村

問

題

と
其

対

策

・
・
…

一説

苑

登
岐
國
に
於
け
る
地
割
制
度
∵

歴
史
派
経
済
學
凝
達
の
径
路
∵

蕪
}

録

氏

族

制

度

雑

考

・
…

.

・
・

報
酬
逓
減
法
則

の
適
用
範

園

・
・

照
慮
計

算
の

一
方

法

:

:

:

.
文
學

博
士

.
注
學

博
士

・
●
・
法

學

士

・
渋

墨

士

恒 小 憩 三

藤 亀 戸 浦
臼

太 正 周
恭 郎 雄 行

く

渋
墨
博
士

小

川

郷

太

郎

:

注
學
博
士

河

田

嗣

郎

.
農

學

士

奥

田

或

:

注

學

士

山

口

正

太

郎

…

法
學
士

.
:

注

學

士

'
・
・
脛
濟

學
士

本

庄

榮

治

郎

山

口
正

太

郎

蜷

川

虎

三
、



「

照
.憲
計
算
の

一
方
法

蜷

川

虎

三

.

照
慈

(∩
o
旨
巴
㊤
一周o
昌
)

の
研
究
は
、
遣
傅
學
殊

に
生

物
測
定
學

葛
δ
日
Φ
三
。q。
)

の
研
究
者
に
依
り
、
其
理

論
的
方
面
の
み
な
ら
す
、
慮
用
的
方
面
も
開
拓
さ
れ
た

が
蕾

に
生
物
學

の
範
圃
に
止
ら
す
、
肚
會
諸
現
象

の
統

計
的
研
究
に
も
利
用
せ
ら
る

、
に
至

っ
て
盆

々
其
用
途

を
振
大
し
た
の
で
あ
る
。
我
国
に
於
て
も
夙
に
學
者

の

紹
介
論
評
せ
ら
れ
π
腱

で
あ
る
が
、
然
し
肚
會
乃
至
経

済
統
計
研
究
上
、
其
利
用
せ
ら
る

、
事
の
少

い
の
は
、

一
面
之
が
計
算
の
複
雑
に
し
て
、
手
数
を
要
す
る
事
極

め
て
多
い
事
に
原
因
し
て
お
る
こ
も
考

へ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

此
庭

に
照
患
の
観
念
を
明
に
す
る
逗
は
な
い
が
、
要

す
る
に
無
慮

の
研
究
は
相
關
囃
す

る
こ
攣
数

の
相
互
關

第
+
七
巻

(
第
二
號

【
四

七
)

二
九
九

財部博士、肚會統計論綱五三七頁 以下
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覧

.

雑

録

照
慮
計
算

の

一
方
注

係
を
論
や

る
も

の
で
あ

っ
て
、
.之

が
た

め
に
は
照
慮

係

"

敷

(∩
o
器

一p
ま
昌
8
Φ
融
n
貯
葺
)
及
び
照

慮
比
率

(∩
o
T

邑
洪

8

翼

δ
)
を
算

出
す

る
必

要
が
あ

る
。

然

し
照

慮

係
敷

を
算
出

す

る
だ
け

で
も
、
二
攣

敷
各

に
就

て
、

少

く
ε
も
各
計
数

の
偏
差

、
標

準
偏
差
、

二
攣
敷

各

の
偏

差

の
相

乗
積

等

が
求

め
ら

れ
な
け

れ
ば

な
ら

な

い
か
ら

前
述

の
如
く
.計
算
は
容
易

で
な

い
が
、
衙
進

ん
で
照

惹

比
率

の
算
出

を
必
要

ε
す

る
場

合

に
は

　
屠

腹
雑

を

重

ね

る
事

に
な

る
。

斯
く

の
如
き
計
算

上

の
手
敷

を
省

か
ん
ε
し

て
、
種

々
の
方
法

、
表
導

が
考

へ
ち

れ
π

の
で
あ

る
が
、
此

逸　
を

に
紹
介
す

る
シ
カ
ゴ
大
學
の
ホ
ル
チ
ソ
ガ
ー
氏
の
方
法

も
其

　
つ
で
あ
る
α
氏
の
方
法
に
依
れ
ば
、

】
表
を
作

る
事
に
依

っ
て
、
照
慮
係
数
の
み
な
ら
す
、
二
個
の
照

慮
比
率
も
同
時
に
算
出
す
る
事
を
得
且

つ
其
計
算
も
自

爽
の
場
合
に
於
て
憾
整
撒
の
計
算
に
止
り
、
小
轍
を
含

.

勘
な
い
ε
云
ふ
が
如

く
全

て
が
簡
…易
な
方
法

に
依

っ
て

仕
組
ま
れ
て
み
る
。

以
下
、
表

に
從

っ
て
其
方
法
の
概
要
を
説
明
す

る
事

ホ
う
み

ざ
す

る
が
、
之

が
計
数
材

料
は

ユ
ー
ル
に
依

っ
た
も

の

第
.十
七
巻

(第
二
號

一
五
Q
)

三
Q
二

で
若

し
比
較
さ
れ
た
な
ら
ば
、
此
庭
に
述

ぶ
る
方
法
の
.

簡
易
に
し
て
便
利
な
る
こ
ざ
を
何
人
も
之
を
認
む
る
で

あ
ら
う
。
現
に
私
は
、
此
の
方
法
に
依

っ
て

「
生
物
の

年
齢
ε
禮
長
の
照
慮
係
数
の
算
出
を
試
み
た
が
、
僅

の

時
間

で
確
實
な
結
果
を
得

る
事
を
確
め
た
の
で
あ
る
。

ホ
ル
チ
ソ
ガ
ー
氏
の
計
算
表
は
、
先
づ
係
数
及

ぴ
比

率
を
次
の
如
く
書
き
改
め
、
此

の
公
式
中
の
各
記
號
に

該
當
す

る
項
目
及
び
欄
を
表
中

に
定
め
、
其
所
要

の
計

数
を
算
出
す

る
の
で
あ
る
。
而
て
そ
の
計
算
は
、
表
の

欄
外

に
於
て
之
を
行
ひ
、

一
葉
の
衰

に
し
て
所
要
計
敷

を

一
鷺
の
下
に
集

め
且

つ
全
て
の
計
算
を
之
に
附
騙

せ

し
め
得
る
事
ば
叉
此
の
表

の
.一
特
徴

ε
云
は
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
公
式
は
次
の
通
b
で
あ
る
。

畿
轟
　
-畑(麗

評

聾

瀦

被
肇
豊

ミ

ー-
叉

昏
剛

(
デ
陣

、
)

議
事

　
芝

M

〔(N

雨
ミ

く
)、
＼
肉
醤

1

M

ぐ

鷹

＼
客
.日

N

高

く
、一

面

層ぼ

く
)凶
＼
2

Σ
ヨ

∵

(
品

と

魯替

苛署膏

Holzinger,ACombinationFormforCalculatingtheCorrelztionKarlJ,

AssociationStaしisticalCoefficientandRatios(JournaloftheAmerican

M:しrch1923.

Yule.An工ntroductiontotheTheoryofStatistcsp【83.G.U.



覧

・　
之

図
題
翫羅

聴
瓢

㍗
区
)、＼Z

⊥

嚴

(
愚

と

右
公
式

に
依

る
計
算
表

記
載
及
計
算

の
順
序

は

次

の
.

如

く
で
あ

る
。

ラ一
各
日

に
頻
繁
数

(
「
さ
、)

を

記
し
、

各
列

の
頻

繁

く
厳

罰
き

}ぜ

及

全
頻
繁
敷

を
記
入
す

る
。

ラニ
頻
繁

藪
の

分
布
の
中
央

避
く
基
準

(
9

【σq
ゴ

}
を

く

定

め
、
そ

の
基
準

か
ら
.各

日

(∩o
二
)

の
偏
差

×
・
磯
を

1

2
3

、
4
身
過

の
如

く
示
す

。
之
は

ユ
ー

ル
に

於

て

も
同
で

あ
る
。

ラ三

ぼ

ご
之

に
劃
.慰
す

る

く

ご
を
相

乗
し

て
、
ゆ

団

く
の
値
を

得

る
が

之
の
全

量
は

、
M
ξ

く

で
あ
.る
。
同
様

に
.し
.て
馬

「
疑
及

M
開
映
×

を
求

め
る
。
ξ

<

の
項

巴

之

に
封
ず

る
。

ラ四

ぜ

く

の
項

ご
之

に
封

ず

る
肖

ご

を

乗

じ

て
、

ξ

網
悼を
得

、
其

総
量

は
、
層
ご
・<
岡
で
あ

る
が
ヌ

同
様

に
し

て
、
国
舜

、
及

び

M
一詳
×
、
が
得

ら

れ
る
。

五
各
目

の
頻
繁

撚
}.ミ

ビ
之

に
劉
癒
す

る
Y

こ
を
乗

(

難

錬

照
懲
計
算
の
一
方
法

じ
之
等

の
値

嵩
虻
く

を

、

各
目

の
右

下
に
記

し

へ印

刷

の
便
宜
上
並

記
す

う
が
、
右
側

の
も
の
で
あ

る
)
其

列

に
依

る
維
量

が

M
、男
葺
く

で
あ
り
、
×

ε
の
積

は

「
甦
×

で

〔即
ち
各
自

の
頻

繁
.数

の
左
側

の
敷

字

)
其

総
量

は

N
縛
電
×

で
あ

る
。
之
等

の
合

計

に
就

て
、

前
者

に
は

×

を
乗

じ
、
後

者

に

は

く

を

乗

じ

て

図
瞬
雨
蛙
畷

及

く
U
ご

ン
、
を
得
、

之
等

の

総
計

は

、

各

N
崎
ミ
賊
く

で
あ
る
。

冶

の
如

く
に
し
て

、
表
中
各
項

の
所
要

の
計
数
を

求

め
た
ら
ば

、
直

に
之
を
公
式
中

に
代
入
し
、
得

た
る
疽

に
就

て
獲

飴
の
計
算
は
顎
藪

に
依

っ
て
簡

易

に
之

を
な

す
事

が
出

来

る
。

ラ六
次

仁
照
鷹

比
率

ミ
、疑

の
計

算
に
就

て
は
、
M
男
葺

く

《

を
自
乗

し

て
、
N
岡
甦
く
凶の
項

の
値

を
得

、
・之

に
勤

悉
す

る

閃
賊

に

て
除

し
、
維
量

M
(〔M

-「
§
-く
)博＼℃
菖
を

得

る
、
之

よ
り
、
誤

差
の
修

正

(M
ご
嗣
＼
2
)
を
引

け

ば

6
が
得

ら

れ
、
同
様

に
し

て
、
躍

が
得

ら
れ

る
。

以
上
の
諸
計
算

は
、
既
述

の
如

く
、
之

を
表

の
欄

外

に
見

る
事
が
出
凍

る
。

か
く

し
て
求

め
得

た
照
慮
係

数

及
比

率
の
蓋
然
誤
差

は
次

の
式
よ
り
縛
む

れ

る
。

第
十
七
巻

〔第

二
號

一
五

一
)

三
〇
三

引



覧

解

離

録

、照
鷹
計
算
の

一
方
法

冨
工

験

窟
峯

「

印
i

斗

男
出

"
臼

ρ
巽

ホ

～
「

次

に
、
照
懸

比
率
を
算
出

す

る
必

要

あ
る
場

合

は
、

復
脇
㎝線

(黒
川進
線

=
器

o
h
お
けq
「鵠
忽
oコ
)
が

(⇒
o
〒

=
目
」

p
騨
×
)
で
あ
る

か
ら

穿

雷
「ζ

に
封
ず

る
實
際

上

の
規

準

を
知

る
必
要

が
あ

る
。
之

は
即

ち

爪
評

と

、..-
、

〈
ま

の
關

係
よ
り
知

る
事

が
出
摩

る
。
育

3
1
迄

も

な

く
、

蕊
悼一
、
)
は
X

の
Y

に
封
ず

る
又
は
Y

の

X

に

封

ず
一

る
、
複
心蹄
(
叉
は
累

退

)
の

ぎ
舞
「【崎

よ
り

の
、
へ
だ

、

り

(虫
く
臼
αq
窪

∩↓

を
表
す

も

の
で
あ

る
。.
.

r
哀

め
記

入
方
法

、
計

算

の
順
序
は

天
龍

右

の
如

く
で

あ

る
か
ら

、、
調
査
資

料

に
就

て
、
照

恋
表

(∩
o
「「o
毎
回o
.

昌
-昼
げ
δ
)
を
作

る
熱

き

へ
惜
…ま
な
か

っ
た
な
ら
ば

、
他

は
、
此

の
方
法

に
依

り
極

め
て
容
易

に
達

し
得

る

の
で

あ

る
。
私

は

二
攣

鍛

の
關

係
の
研
究

、
例

之
ば
、
卸

費

相
場

ε
小
費
相
場

の
關
係

`
云

ふ
様

な
事
實

に
就

て
、

第
十
七
巻

〔第
二
號

・一
五
二
)

三
〇
四

`
軍

に
、
両
者

を
箇

別
的

に
見

て
、
そ

の
鍵

化

の
状
呪

を

、
窺

ひ
、
曲
線

の
傾
向
、
形
状
等

に
よ
b
、
両
者

の
關
係

を
推

知
せ
ん
よ
り
は
、
照
惹

の
研

究

に
依
り

、
相

互
關
…

係
を
確
實

に
表
示
す

乃
方

が
厘
利
な

る
を
信
ず

る
者

で

.

あ

っ
て
此

の
研
究

の
利
用

の
廣

か
ら

ん
事
を
願

ふ

　
端

ご
し

て
、
此

庭

に
其

一
計
算

法
を
紹
介
.
し
.
陀

の

で
あ

る

。


